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恕第323号潜

毎月10日・25日

福日岡県遠貿郡
水　巻　町　発　行

校内駅伝大会　に　そ　な　えて

水巻南中学校では、12月20日に

校内駅伝大会が行なわれました。

この大会にそなえて数日前から

体育の時間には決まってマラソン

の練習、非常に体力を使うスポー

ツですが、さすがに若い生徒たち

は走ったあとでも疲れたようすは

－水　巻　南　中－

見せません。「でもやっぱりきつ

い」と、本根もちょっぴり。

生徒の体力向上を目的として行

なわれているこの運動は、も最近

の子どもは体の大きさに比べて体

力がないキ　などということばのあ

てはまる余知のないものでした。

慧琵星雲是認孟呈孟票Ｃ
たしません。

町の人口
（49年11月末現在）

人　口　24，058

男11，689

女12，369

世帯数　7，096
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国

土

を

計

画

的

に

利

用

す

る

た

め

に

紬

端

縛

汁

＝

＝

ト

借
地
権
・
地
上
権
の
設
定
は

知
事
へ
の
届
出
が
必
要

国
は
、
地
価
の
値
上
り
を
防
止
し
、

国
土
の
計
画
的
利
用
を
図
る
た
め
、
国

土
利
用
計
画
法
を
十
二
月
二
十
日
か
ら

施
行
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
法
で
は
、
一
定
面
積
以
上
の
土

地
を
売
買
し
た
り
、
借
地
権
や
地
上
権

を
設
定
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
知
事
へ

の
届
出
が
必
要
と
な
り
、
又
、
昭
和
四

十
四
年
一
月
一
日
以
降
に
取
得
し
た
土

地
を
、
現
在
使
用
し
て
い
な
い
場
合
に

は
遊
休
土
地
と
認
定
さ
れ
、
そ
の
利
用

を
促
進
す
る
た
め
の
措
置
が
と
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

土
地
取
引
の
届
出
制
′

次
の
川
は
糊
の
区
域
ご
と
に
定
め
ら

れ
て
い
る
面
積
以
上
の
土
地
の
売
買
等

を
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
売
渡
人
及

び
買
受
入
は
売
買
等
の
契
約
（
予
約
を

含
む
。
）
を
行
な
う
前
に
予
定
価
額
、

買
受
後
の
利
用
目
的
等
を
町
長
を
経
由

し
て
知
事
に
届
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
し
て
届
出
た
日
か
ら
六
週
間
を

経
過
す
る
ま
で
は
売
買
等
の
契
約
を
結

ん
で
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

の
都
市
計
画
法
に
よ
る
市
街
化
区
域

二
千
平
方
メ
ー
ト
ル

佃
そ
の
他
の
都
市
計
画
区
域
五
千
平

万
メ
ー
ト
ル

㈹
右
以
外
の
区
域
一
万
平
方
メ
ー
ト

レー
ノ

多
数
の
土
地
所
有
者
か
ら
用
地
を
買

収
す
る
場
合
又
は
宅
地
を
分
譲
す
る
場

合
は
、
そ
の
全
体
に
つ
い
て
こ
の
面
積

基
準
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
届
出
を
受
け

た
知
事
は
、
土
地
の
価
額
が
周
辺
の
価

額
よ
り
高
す
ぎ
る
と
き
、
土
地
利
用
の

計
画
に
照
ら
し
望
ま
し
く
な
い
と
認
め

ら
れ
る
と
き
は
、
土
地
利
用
審
査
会
の

意
見
を
聞
い
て
土
地
取
引
の
中
止
、
価

額
の
引
下
げ
等
の
勧
告
を
し
ま
す
。

こ
の
勧
告
を
聞
き
い
れ
な
い
と
き
、
知

事
は
勧
告
の
内
容
を
公
表
し
、
住
民
に

批
判
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
法
律
に
は
届
出
を
守
っ
て

も
ら
う
た
め
に
罰
則
の
定
め
が
あ
り
ま

す
。

遊
休
土
地
の
利
用
促
進

昭
和
四
十
四
年
一
月
一
日
以
降
に
取

得
し
、
現
在
特
に
使
わ
れ
て
い
な
い
土

地
で
、
周
辺
の
状
況
等
か
ら
有
効
、
適

切
な
利
用
を
図
る
必
要
が
あ
る
土
地
に

つ
い
て
知
事
は
自
ら
又
は
町
長
の
申
出

に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
遊
休
土
地
で
あ
る

と
認
定
し
、
土
地
所
有
者
等
に
通
知
し

「

＼

′

ま
す
。
通
知
を
受
け
た
所
有
者
等
は
、

そ
の
土
地
の
利
用
計
画
等
を
六
週
間
以

内
に
町
長
を
経
由
し
て
知
事
に
届
出
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
遊
休
土

地
の
認
定
は
、
前
述
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
に
応
じ
、
二
千
平
方
メ
ー
ト
ル
、
五

千
平
方
メ
ー
ト
ル
又
は
一
万
平
方
メ
ー

ト
ル
以
上
の
土
地
に
つ
い
て
な
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

規
制
区
域

こ
の
法
律
で
は
、
地
価
値
上
り
が
特

に
著
し
い
と
こ
ろ
を
知
事
は
規
制
区
域

と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
区
域
が
指
定

さ
れ
る
と
、
区
域
内
の
土
地
売
員
等
は

す
べ
て
知
事
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
規
制
区

域
の
指
定
が
あ
っ
た
と
き
は
、
許
可
手

続
等
を
、
ま
た
、
詳
し
く
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

土
地
利
用
基
本
計
画

国
土
利
用
計
画
法
は
、
土
地
が
国
民

全
体
の
限
ら
れ
た
資
源
で
あ
り
、
公
共

優
先
の
考
え
で
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。
県
は
、
国
土

利
用
計
画
法
に
基
づ
き
、
県
土
の
総
合

的
か
つ
計
画
的
利
用
を
図
る
た
め
近
々

に
土
地
利
用
基
本
計
画
を
定
め
る
予
定

で
す
が
、
こ
の
土
地
利
用
基
本
計
画
は

「
自
然
と
調
和
し
た
快
適
な
環
境
の
創

造
」
と
い
う
県
政
の
目
標
に
沿
っ
て
策

定
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

国
土
利
用
計
画
法
に
つ
い
て
く
わ
し

く
は
、
役
場
企
画
開
発
課
（
曾
6
0
1

・
4
3
2
1
）
又
は
、
県
土
地
対
策
課

（

曾

0

9

2

・

7

1

2

・

8

6

5

9

）

に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

案
内
状
の
届
か
な
い
方
は

教
　
育
　
委

町
教
育
委
員
会
で

は
、
昭
和
五
十
年
の
成

人
該
当
者
に
来
年
一
月

十
五
日
に
行
な
わ
れ
る

成
人
式
典
の
案
内
状
を
十
二
月
二
十

五
日
付
で
郵
送
い
た
し
ま
す
。

該
当
者
の
調
査
に
つ
い
て
は
選
挙

人
名
簿
や
、
地
区
公
民
館
長
と
の
連

絡
に
よ
り
万
全
を
期
し
て
い
ま
す

が
、
調
査
も
れ
と
な
ら
れ
て
い
る

万
、
又
、
案
内
状
の
届
か
な
い
方
、

員
　
会
　
へ

十
二
月
十
日
以
降
に
水
巻
町
へ
転
入

さ
れ
た
方
は
、
早
急
に
教
育
委
員
会

事

務

局

（

曾

6

9

1

・

0

4

0

3

）

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
係
で
は
照
合

調
査
し
た
上
で
案
内
状
を
追
送
い
た

し
ま
す
。

な
お
五
十
年
の
成
人
該
当
者
は
次

の
期
間
に
生
れ
た
方
と
な
っ
て
い
ま

す
。昭

和
二
十
九
年
四
月
二
日
か
ら
三

十
年
四
月
一
日
ま
で

第
六
回
水
巻
町

少
年
剣
道
大
会

凰
十
二
月
十
五
日
、
勤
労
青
少
年
セ
ン

タ
ー
で
は
芦
屋
の
毛
利
武
道
館
、
岡
垣

剣
道
教
室
、
岡
垣
報
恩
母
の
家
剣
道

部
、
中
間
市
天
道
館
の
選
手
を
迎
え
、

地
元
剣
道
少
年
団
と
の
剣
道
大
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
も
今
年
で
六
回
目
こ
の
日

は
九
チ
ー
ム
百
二
十
名
の
選
手
を
集
め

ま
し
た
。
町
内
の
選
手
も
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
で
毎
日
鍛
え
た
技
を
他
の
選
手
に

ぶ
つ
け
ら
れ
る
と
あ
っ
て
大
は
り
き
り

「
メ
ン
」
、
「
ド
ー
」
の
芦
が
セ
ン
タ

ー
い
っ
ぱ
い
に
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

水
巻
町
の
選
手
は
、
優
勝
こ
そ
逸
し

ま
し
た
が
よ
く
健
闘
し
、
準
優
勝
と

な
り
ま
し
た
。
成
績
は
次
の
と
お
り
で

す
。

◇
小
学
生
の
部

優
　
勝
　
中
間
天
道
館

準
優
勝
　
机
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

◇
中
学
生
の
部

優
　
勝
　
岡
垣
剣
道
教
室

準
優
勝
　
猪
熊
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団

ｒ
阻
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老人憩いの家

えぶり山荘を開所
で．こ…．’…

十
二
月
十
四
日
町
内
の
高
齢
者
を
集
め
て

え
ぶ
り
山
荘
開
所
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た

町
で
は
、
福

祉
行
政
の
一
環

と
し
て
お
年
寄

り
に
く
つ
ろ
い

だ
ひ
と
と
き
が

お
く
れ
る
よ
う

に
と
、
机
の
山

復
に
老
人
憩
い

の
家
を
建
設

し
て
い
ま
し

た
が
、
十
一
月

末
日
に
完
成

し
、
開
所
式
が

行
な
わ
れ
ま
し

た
。お

年
寄
り
の

方
た
ち
の
永
年

の
念
原
だ
っ
た
、
こ
の
憩
い
の
家
は
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建
て
で
一
階

に
は
集
会
室
・
学
習
室
・
休
養
室
を
、

又
、
二
階
に
は
展
望
風
呂
を
備
え
、
お

年
寄
り
の
万
た
ち
が
ゆ
っ
く
り
と
く
つ

ろ
い
だ
場
と
し
て
利
用
さ
れ
る
よ
う
に

設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

え
ぶ
り
山
荘
の
名
に
ふ
さ
わ
し
く
落

ち
着
い
た
た
た
ず
ま
い
で
、
環
境
も
よ

く
冷
暖
房
が
完
備
さ
れ
て
い
る
た
め
、

一
年
中
が
快
適
に
憩
う
こ
と
が
で
き
る

こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

町
内
に
居
住
さ
れ
る
お
年
寄
り
で
あ

れ
ば
ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す
の
で

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

正
′
月
　
の
　
病
　
気
　
は

臨
設
の
「
急
病
セ
ン
タ
ー
」
　
へ

郡
四
ケ
町
、
中
間
市
、
遠
賀
中
間
医

師
会
、
遠
賀
保
健
所
、
遠
賀
郡
消
防

署
、
折
尾
警
察
署
が
協
力
し
て
、
正
月

の
三
日
間
臨
時
の
「
急
病
セ
ン
タ
ー
」

を
設
け
ま
す
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
人
員
が
少
な
い
の
で
、
急

病
で
や
む
を
得
な
い
患
者
さ
ん
以
外
は

遠
慮
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
又
、
正
月
酒
の
飲
み
過
ぎ
や
、
一

片
四
日
以
後
に
診
察
し
て
さ
し
つ
か
え

の
な
い
方
（
慢
性
病
の
患
者
さ
ん
）
が

来
ら
れ
て
も
診
療
を
お
断
り
す
る
と
き
1

（3）

繚

嘗

馨

シ
り
ー
カ

本
年
度
も
残
り
少
く
な
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
今
回
よ
り
水
巻
町
適
正
就

学
指
導
委
員
会
の
活
動
と
水
巻
町
に
お

け
る
障
害
児
教
育
の
問
題
に
つ
い
て
、

町
民
の
皆
さ
ん
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

得
る
た
め
に
、
町
広
報
に
そ
の
内
容
を

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

水
巻
町
適
正
就
学
指
導
委
員
会
の
活

動
内
容
と
は
、
水
巻
町
に
在
住
し
て
い

る
心
身
に
障
害
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
児

童
、
生
徒
の
正
し
い
診
断
と
そ
の
子
に

あ
っ
た
就
学
の
指
導
を
し
、
又
、
教
育

相
談
も
行
な
い
、
あ
わ
せ
て
地
域
住
民

の
皆
さ
ん
に
障
害
児
教
育
の
必
要
性
を

理
解
し
て
い
た
だ
き
、
協
力
し
て
今
後

の
心
身
障
害
児
の
真
の
幸
福
を
願
っ
て

努
力
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

適
正
就
学
指
導
委
員
会
が
発
足
し
て

一
年
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
間
、
委
員

会
で
は
関
係
機
関
、
諸
団
体
に
働
き
か

け
正
し
い
障
害
児
教
育
を
行
な
デ
ペ
く

し
ま
す
。

水
巻
町
適
正
就
学
指
導
委
員

（
敬
称
略
）

委
員
長

柴
田
　
正
生
（
町
教
育
長
）

医
学
関
係
者

石
田
　
知
行
（
遠
賀
保
健
所
長
）

有
識
者

正
し
い
指
導
と
教
育
で

真
　
の

努
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か

ら
も
よ
り
一
層
の
努
力
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
又
、
国
や
県
も
今
後
障

害
児
教
育
の
振
興
に
は
積
極
的
に
取
り

く
む
方
針
を
示
し
て
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
も
今
後
の
水
巻
町
の

障
害
児
教
育
の
発
展
の
た
め
、
さ
ら
に

深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
廠
い
い
た

幸
　
福

学
内桝有校山安高坂
田田吉長本藤橋谷

英富和　　蓉　　次項
昭雄弘　　子力生二

を

（
児
童
相
談
所
）

（
町
議
員
）

（
水
巻
申
）

（
父
兄
代
表
）

（
水
巻
申
）

（
水
巻
南
中
）

（
吉
田
小
）

石
田
　
　
実
〔
机
小
）

大
石
　
敏
夫
（
猪
熊
小
）

二
村
　
貢
（
頃
末
小
）

実
吉
　
光
男
（
伊
佐
座
小
〕

学
校
代
表
教
師

城
野
　
太
郎
（
水
巻
中
）

宮
崎
　
正
英
（
水
巻
南
中
）

菊
地
　
タ
ミ
（
吉
田
小
）

久
保
田
八
重
子
（
机
小
）

原
野
　
義
徳
（
猪
鮨
小
）

和
田
　
正
雄
（
頃
末
小
）

甲
斐
八
千
代
（
伊
佐
座
小
）

山
本
　
房
枝
（
頃
末
小
）

事
務
局

下
田
　
寅
雄
（
吉
田
小
）

小
笠
原
勝
己
（
水
巻
中
）

細
美
　
英
明
（
教
育
委
員
会
）

な
お
、
こ
れ
ま
で
特
殊
学
級
と
い
う

呼
び
名
で
し
た
が
、
本
年
よ
り
障
害
児

学
級
と
い
う
呼
び
方
に
な
り
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

教
育
長
　
柴
田
正
生

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
場
所
　
遠
賀
保
健
所
内
「
急
病
セ
ン

タ
ー
」
水
巻
町
頃
末

㊥
急
病
セ
ン
タ
ー
（
魯
6
9
1
・
4
1

6
1
）

㊥
遠
賀
消
防
署
（
食
6
9
1
・
Ｏ
ｌ
1

9
）

○
期
間
　
昭
和
5
0
年
1
月
1
日
～
3
日

〇
時
間
　
午
前
1
0
時
～
午
後
6
時
（
た

だ
し
一
日
は
午
後
1
時
～
午

後
6
時
）

診
察
に
来
ら
れ
る
と
き
は
、
印
鑑
、

疲
保
険
者
証
、
（
国
保
・
社
保
・
共
済

・
日
雇
・
そ
の
他
）
又
は
、
生
活
保
護

者
証
、
老
人
医
療
を
受
け
て
い
る
人
は

被
保
険
者
証
と
老
人
医
療
証
、
乳
幼
児

医
療
証
等
を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

な
お
、
診
療
は
有
料
で
、
往
診
は
原

則
と
し
て
い
た
し
ま
せ
ん
。

．

三

　

五

　

三

－

三

．

1

　

〓

　

　

1

．

－

－

－

一

ｌ

　

三

．

－

．

1

1

お
　
　
礼

香
典
返
し
と
し
て
次
の
万
か
ら
社
会

福
祉
協
議
会
へ
ご
寄
贈
が
あ
り
ま
し

た
。ご

冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
と
と

も
に
あ
っ
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

故
岡
田
ク
ツ
ノ
殿

故
田
上
　
義
孝
殿

敏
捷
野
　
初
江
殿

故
原
田
キ
ヌ
エ
殿

故
原
田
ス
ズ
エ
殿

故
佐
々
木
シ
ツ
殿

故
中
林
伊
勢
松
殿

故
楢
原
陽
一
郎
殿

岡
田
　
継
蔵
殿

田
上
加
代
子
殿

捏
野
　
久
之
殿

原
田
　
嘉
文
殿

佐
々
木
　
勉
殿

中
林
　
和
子
殿

楢
原
　
孝
治
殿
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高
血
圧
教
室

◇
　
日
時
　
5
0
年
1
月
2
4
日
　
1
3
時

3

0

分

～

1

6

時

◇
　
場
所
　
町
民
会
館
日
本
間

◇
　
内
容
　
高
血
圧
症
の
食
生
活
指

導
、
調
理
実
習
と
試
食
、
健
康
体
操

母
子
保
健
相
談

◇
　
日
時
　
5
0
年
1
月
1
7
日
　
9
時

3

0

分

～

1

1

時

3

0

分

◇
　
場
所
　
吉
田
団
地
公
民
館

◇
　
内
容
　
体
格
測
定
　
育
児
指
導

家
族
計
画
指
導
（
調
節
用
津

具
若
干
準
備
）

食
品
衛
　
生

責
任
者
講
習
会

食
品
販
売
業
な
ら
び
に
各
種
食
品

製
造
業
は
、
食
品
衛
生
責
任
者
の
設

置
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
末

設
置
者
又
は
新
規
営
業
者
の
た
め
講

習
会
を
次
の
よ
う
に
行
な
い
ま
す
。

◇
　
日
時
　
5
0
年
1
月
1
7
日
　
1
0
時

～

1

6

時

◇
　
場
所
　
水
巻
町
頃
末
遠
賀
信
用

金
庫
三
唱

◇
　
受
講
料
千
五
百
円
（
テ
キ
ス

ト
・
条
例
集
・
表
札
を
含
む
）

当
日
は
筆
記
用
員
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
に
つ
い
て

の
お
た
ず
ね
は
保
健
所
へ
。ロ

　
発
行
人

老
人
や
幼
い
子
は

安
全
な
と
こ
ろ
で
就
寝
を

寒
さ
も
一
段
と
厳
し

く
な
り
ス
ト
ー
ブ
や
こ

た
つ
な
ど
、
火
が
こ
い

し
い
季
節
と
な
り
ま
し

た
が
、
火
災
の
最
も
多

い
の
が
こ
の
季
節
で

す
。火

災
に
よ
る
死
者
の

う
ち
で
目
立
っ
て
多
い
の
が
老
人
や
幼

い
子
ど
も
。
老
人
や
幼
い
子
は
、
火
災

に
気
づ
い
て
も
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
判

断
が
つ
か
ず
、
連
絡
や
避
難
が
ど
う
し

て
も
お
く
れ
が
ち
に
な
り
ま
す
。

老
人
や
幼
い
子
の
い
る
家
庭
や
隣
近

所
で
は
、
い
ざ
と
い
う
と
き
早
く
避
難

さ
せ
る
に
は
ど
う
す
る
か
を
貝
体
的
に

決
め
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

◇
　
老
人
や
手
ど
も
は
安
全
な
場
所
に

寝
か
せ
ま
し
ょ
う
。

◇
　
老
人
や
子
ど
も
を
残
し
て
外
出
す

る
と
き
は
、
隣
近
所
に
頼
む
と
と
も

に
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
避
難

の
要
領
を
教
え
ま
し
ょ
う
。

◇
　
寝
た
き
り
や
一
人
暮
し
の
老
人
の

屠
る
隣
近
所
で
は
、
避
難
方
法
を
員

体
的
に
決
め
る
等
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

◇
　
寝
た
ば
こ
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

◇
　
外
出
前
、
就
寝
前
に
は
必
ず
「
火

の
ｌ
空
の
点
検
を
。

◇
　
身
の
ま
わ
り
を
整
理
整
と
ん
し
、

マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
等
危
険
な
も
の

は
子
ど
も
の
手
の
と
ど
か
な
い
所
に

置
く
と
と
も
に
火
の
恐
し
さ
を
十
分

に
教
え
ま
し
ょ
う
。

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
事
故
が
多
発
し
て

い
ま
す
。
ガ
ス
原
扱
い
に
つ
い
て
は
次

の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◇
　
外
出
前
、
就
寝
前
に
は
元
せ
ん
を

し
め
る
こ
と
。

◇
　
ガ
ス
コ
ン
ロ
を
使
用
し
て
い
る
と

き
は
、
そ
の
場
を
離
れ
ず
、
又
、
周

囲
に
は
燃
え
易
い
も
の
を
置
か
な
い

こ
と
。

◇
　
ボ
ン
ベ
は
安
全
な
所
に
置
き
、
転

倒
防
止
及
び
日
よ
け
を
設
け
、
随
時

ガ
ス
も
れ
の
点
検
を
行
う
こ
と
。

火
事
と
救
急
は

遠
賀
郡
消
防
署
へ

6

9

1

　

°

　

Ｏ

ｌ

イ

ー

9

一

月

　

の

心
配
ご
と
相
談

一
月
の
心
配
こ
と
相
談
日
は
次
の
と

お
り
で
す
。
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も
お

気
軽
に
こ
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
日
時
　
1
月
6
、
墜
2
7
日
　
い
ず

れ
も
1
3
時
～
1
6
時
3
0
分

◇
場
所
　
水
巻
町
民
会
館
日
本
間

…州・・・り刷日　曜在宅医ｌ＝亜・・伸‖・り川き

691－2943　圭

691－0553　号

691－0749　ぎ

691－2873　号

科
料
科
料

人
用
欄
㍗

婦
関
内
内

末
口
末
末

頃
樋
頃
頃

院
院
院
院

医
医
医
医

口
原
田
本

板
前
小
楯

日
　
日
　
日
　
日

2

9

5

1

2

1

9

月
月

1
2
1

コ

　

ー

　

ニ

　

ー

ｌ
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－

－

－
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1
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1
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▼
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－

－
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－

－

1

1

Ｊ

Ｉ

Ⅰ

ニ

ー

1

－

－

－

1

－

－

．

－

．

1

－

－

－

1

－

－

－

．

－

1

．

、

－

1

－

1

．

－

－

、

．

－

－

－

－

－

－

－

－

－

．

、

、

、

－

．

－

．

、

．

、

．

一

，

ｌ

▼

．

＿

ヽ

ヽ

ｌ

ｌ

ｔ

ヽ

＿

ヽ

ｌ

、

ｌ

ｌ

－

．

－

－

、

－

－

．

－

ｔ

－

、

－

－

・

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－
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－

－
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－

－

－

－

－

－

－

．

－

－

－

－

－

－

－

．

－

1

－

－

－

．

－

－

－

－

－

－

－

－

、

、

－

－

－

－

－

－

－

、

、

、

．

、

－

、

－

－

－

．

、

、

、

－

．

1

－

．

、

．

－

－

－

－

－

農
業
者
年
金
制
度

五
十
年
一
月
一
日

か
ら
改
正

農
業
者
年
金
制
度
が
昭
和
五
十
年
一

月
一
日
か
ら
改
正
さ
れ
ま
す
。
改
正
に

よ
っ
て
経
営
移
讃
年
金
、
農
業
者
老
齢

年
金
、
離
農
給
付
金
、
一
時
金
等
の
給

付
月
額
が
二
・
二
倍
に
引
き
上
げ
ら
れ

ま
す
が
、
標
準
的
な
給
付
月
額
は
別
表

の
の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、
保
険
料
の
額
は
月
額
七
百
五

十
円
で
し
た
が
昭
和
五
十
年
一
月
か
ら

二
・
二
倍
の
月
額
王
ハ
百
五
十
円
に
な

り
ま
す
。
死
亡
一
時
金
等
、
一
時
金
の

額
に
つ
い
て
は
別
表
用
の
と
お
り
改
正

に
な
り
ま
す
の
で
こ
注
意
く
だ
さ
い
。

⑳
別
表
の
　
国
民
年
金
の
定
額
部
分

は
、
国
民
年
金
制
度
が
農
業
者
年
金

制
度
よ
り
も
十
年
早
く
発
足
し
て
い

る
の
で
、
農
業
者
年
金
の
加
入
期
間

よ
り
十
年
間
長
い
人
の
場
合
の
計
算

例
に
し
て
あ
り
ま
す
。

⑳
別
表
㈹
旧
保
険
料
を
約
め
た
者
に

つ
い
て
は
、
新
旧
別
保
険
料
納
付
期

間
を
考
慮
し
て
額
を
定
め
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

保 険料納 付済期間 脱退 ・死 亡一 時金

畠年以上 4 年未満 66，0㈲ 円

● 110，00 0

1 0　 〝　 11　 〝 27 5，00 0

2 0　 〝　 21　 〝 釦5，000　 ′

標準的な給付月額

給付の種類　　 ・保険料納付済期間 5 年 20年 25 年 30年

60～64歳の給付 経 営 移譲 年 金 17 ，－600円 35，200円 44 ．000円 52 ，800円

65歳以降の給付

経 営 移譲 年 金 ‘1．，760 3 ．520 4 ，400 5 ，280

農業者老齢年金 2 ，200 8 ，800 11，000 13，200

国民年金（附加） 1 ，000 4 ，000 5 ，000 6，000

国民年金（定額） （15年） （30年） （35 年） ． （40 年）
17 ，415 27，864 32 ，508 37，152

計 ・22 ，375 44 ，184 52，908 61．632

年 末 ・年 始 の ご み 収 集 日 程

ごみの種類 収集日
（年末 ・年始

収集日．（平日） 収　 集 ‘地　 域

もえるごみ

12月29 ・30日 月・木曜日

富田1・2・3、吉田団地　中央区・緑風園・美

吉野団地・松栄荘（大平）頃軍（旭町）

鯉口区・猪熊（大柳地区を除く）猪熊町住

12月29 ・30Ｅ 火 ・金曜日

立屋敷・伊佐虔・二・二町住・下二・下二

町住・入江興産・みずほ団地・宮ノ下社宅

机社宅・机・古窯・境木（大平・旭町を除

く）新生街

12月28 ・30 水 ・土曜日
古賀区・梅ノ木区・高松区・三ッ頭区・樋

1 月4 日 口・猪熊（入柳地区）

もえない

・ご　 み

12月28日 第1・第3曜日 国道3号線より南部（中央区・境木丸の内

（中央区除く） 水曜 は北部に入ります）

第2・第4曜日
水曜

周道3号線より北部

第2・第4曜日
土曜

猪熊（大柳地区を除く）猪熊町住

粗大 ・ごみ
1 月4 日 第 1土曜

国道3号線より南部（中央区・頃末丸の内

は北部に入ります）

第2 土曜 猪熊（入柳地区を除・く）、猪熊町住

第3土曜 国道3号線より北部

￥　 12Ｒ27日までと　 1 日6 日からは、平常涌り

水
巻
町
長
伊
藤
衛
門
　
戸
山
奥

水
　
巻
　
町
　
住
　
民
　
相
　
談
　
室

電

話
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0

1

1

4

3
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ｒ

□
　
印
　
刷
　
冷
　
牟
　
田
　
印
　
刷
　
合
　
貿
　
会
　
社


